科学（図書）館の役割、機能について
（第1回検討委員会の意見のまとめより）
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科学（図書）館の施設構成等について
	施設構成
	内容等
	機能

	
	
	育成
	体験
	博物館
	ネット
	学校

	実験室
	・高校生までが実験できる装置や器具
・40人ぐらいが一度に実験できるスペース
・卓上型走査型電子顕微鏡
	· 小学生対象の子ども科学教室
· 幼児を含めた親子の科学教室
· 中高校生（科学クラブ等）の科学実験教室
	◎
	◎
	
	
	○

	学習室
	・40人ぐらいが一度に学習できるスペース
・グループ学習ができる机の配置
・個人自習コーナーの設置
・本（図鑑、参考書、科学辞典）やパソコンの整備
	· 夏休み子ども教室
· 本やパソコンによる調べ学習
	◎
	
	
	○
	

	多目的室
	・オープンスペースまたはホール
・必要に応じて物を配置できる
・作業ができる
	· 科学発表会や科学展覧会
· 物づくりなどの体験
· 製作物を動かすスペース
· 液体窒素による体験コーナー（液体窒素製造装置）
	○
	◎
	
	
	○

	展示室
	常設
展示
	・地学、生物系
・物理、化学系
・算数、数学系
	· 地学、生物系の標本等
· 物理や化学を体験できる展示
· 幼児にも対応できるような展示
· 数学的パズルなどの展示
	○
	○
	◎
	◎
	○

	
	特設
展示
	・地学、生物系
・物理、化学系
・先端技術
・宇宙物理学や宇宙工学
	· 宇宙、先端技術に関するもの
· 地震、エネルギーに関するもの（県内大学との連携）
· 高知の産業技術に関するもの（県内企業との連携）
· 貴重な標本や資料等の特設
	○
	○
	◎
	○
	○

	プラネタリウム
または
ミニシアター
	・40人～80人収容の設備
・3Dシアター
	· 小学生向けの学習プログラム
· 中学生向けの学習プログラム
· 宇宙の誕生や神秘にふれる内容
· 県内の豊かな自然環境の映像
	◎
	○
	
	
	○

	準備室等
	・標本の一時的な保管
・実験や作業に必要なものの収蔵
	· 標本等の収蔵
· 実験器具
· 作業道具
	
	
	○
	
	





















































目指す科学（図書）館像














子どもたちが興味・関心を高め、探求心を育む体験型科学館


最先端の科学技術に触れ、知的好奇心を育む科学館


本県の中核的な情報センターとしての科学館














県内全域の子どもたちを対象。


幼児から高校生までが対象。


子どもだけでなく、親子でも楽しめる。














(1)次代を担う人材の育成


　・理科好きな子どもを増やす。


　・興味・関心・意欲の高い子どもをさらに伸ばす。


(2) 異世代の交流の場となり、科学について楽しく学習できる場





役割





対象








育成


機能














５つの機能





科学の芽を伸ばす


興味・関心・意欲


探究心


豊かな感性


科学技術への理解








体験型


機能





見る


触る


感じる


作る


遊ぶ








ネットワー


ク機能





自然系博物館等とのネットワーク


教員OBによる支援ネットワーク








博物館


的機能





学校教育


連携・協力


機能





科学ミュージアム機能


学芸員や科学的な考え方を伝えられる人の配置





科学学習センター機能


理科授業や理科実験のサポート


理科教員の自主研修の場として活用








